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① 継続的・安定的な予算や執行体制の確保

② 大規模災害に備える社会基盤整備の更なる推進

◆ 喫緊の課題である南海トラフ巨大地震や

近年の激甚化・頻発化する豪雨災害などへ備えるため、

・ 「阿南安芸自動車道」及び「徳島南部自動車道」の整備加速、

「徳島自動車道」の全線４車線化など、高規格道路の早期整備・機能強化

・ 吉野川・那賀川水系での「流域治水」の推進

・ 徳島小松島港「赤石地区」の岸壁延伸をはじめとする港湾施設の機能強化

・ 防災拠点となる公園施設の計画的な改修・更新の推進

・ 重要な生活基盤である水道・生活排水処理施設の整備促進

・ 徳島の農林水産業を支える「生産基盤」の強靱化

など、県民の安全・安心の確保を第一とする社会基盤整備を強力に後押しすること

◆ 近年の物価高騰に伴い資材価格等が上昇している中でも、

着実に社会基盤整備が進められるよう、

「５か年加速化対策」に必要な予算・財源を例年以上の規模で確保すること

◆ ５か年加速化対策後も国土強靱化を計画的に推進するため、

国土強靱化基本法に基づく「実施中期計画」の令和６年内の策定を

「経済財政運営と改革の基本方針2024（仮称）」に盛り込んだ上で

確実に実現するとともに、能登半島地震など昨今の自然災害の教訓や地方の意見を

十分に反映した上で対象事業の拡充を図り、必要な予算・財源を別枠で確保すること

◆ 南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模自然災害に迅速かつ適確に

対処するため、四国地方整備局において必要な人員の確保、

事務所の新設や出張所の格上げ等の組織体制強化を図ること

③ 県都の魅力的なまちづくりの推進

◆ 鉄道高架をはじめとする県都のにぎわいを創出するための

まちづくり事業を支援すること




